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編集後記

　『郵政博物館　研究紀要』第10号をお届けします。巻頭論文1本、シンポジウム特集4本、論
文3本、研究ノート2本、資料紹介2本、トピックス2本の構成です。
　本研究紀要の継続前誌『郵政資料館　研究紀要』第3号の編集後記にて、小原宏氏が創刊時
に主査の先生より「研究論文誌は3年続けてやっと一人前」とのお言葉があった話を取り上げ
られ、まずは3年継続して発刊したことを一つの到達点として評価されていたことを思い出し
ます。早いもので、本号で10年続けて刊行したことになります。この間主査のほとんどの先生
方が定年退職され、研究会メンバーの交代等の変化がありましたが、変わらず精力的で斬新か
つ高水準のご研究をご報告、ご執筆いただいており、本紀要の編集に携わっている者といたし
ましては、感謝の念に堪えません。
　また、当館資料担当学芸員の重要な仕事として、収蔵資料の整理、調査を日々進めておりま
すが、それでもまだ多くの資料群が未整理、未調査のまま残っております。近年外部の研究者
や郵趣家のご協力を賜り、資料群の整理・調査が徐々に進められており、今回その成果の一部
を郵便史研究会会長の近辻喜一氏よりご発表いただきました。
　昨年6月16日、郵政博物館で開催した明治改元150年企画展「幕臣たちの文明開化」（会期
2018年4月20日～7月1日）の関連イベントとして、同名のシンポジウムが開催されました。本
号では特集として、シンポジウムの登壇者4名による特集およびパネル報告に基づく論考を掲
載しました。資料整理・調査の成果報告、展覧会との連動企画等、本紀要は今後も新たな試み
を続けて参りたいと思います。� （編集委員　田原）

　本年は初めて編集窓口を担当させていただきました。まずは無事に刊行できましたことに安
堵しております。ご執筆者の皆さまには編集の円滑な進行にご理解とご協力を賜り、心より感
謝申し上げます。� （編集委員　倉地）


